Effects of the Educational Support Program for Siblings of Children with Developmental Disorders (2) : Evaluation of parents for the Practice by 水野　 奈央 & 阿部 美穂子
－43－
１）社会福祉法人足羽福祉会足羽ワークセンター
発達障害のある子どものきょうだい児に対する
教育的支援プログラムの開発と効果の検討（2）
―実践に対する保護者評価から―
水野　奈央１）・阿部美穂子
Effects of the Educational Support Program 
for Siblings of Children with Developmental Disorders (2)
－ Evaluation of parents for the Practice－
Nao MIZUNO ・ Mihoko ABE
本研究では、阿部・水野（2012）による、障害のある子どものきょうだい小学生４名のグルー
プに対する教育的支援プログラムの開発と実践について、支援プログラムに関する保護者のニー
ズ、実践の結果保護者がとらえたきょうだいの変化、保護者自身の変化、支援プログラムに対
する満足度等を確認し、その効果を保護者の評価に基づき多角的に検討した。検討の結果、プ
ログラムの実施により、保護者がきょうだいの行動変容に併せて、自発的にきょうだいへの接
し方を変え、親子のかかわりが促進されたこと、きょうだい同士のディスカッションを通して、
きょうだいの共感関係が生まれ、きょうだいの同胞に対するかかわりが質的に変化したことが
確認された。しかし、パッケージ化されたプログラムは、ぞれぞれのきょうだいが直面する生
活上の多様な課題に対応することまでは難しく、フォローアップ体制の必要性が示唆された。
キーワード：きょうだい　保護者支援　発達障害　教育的支援プログラム
Key words  : Siblings, Parents Support, Developmental Disorders, Educational Support program
Ⅰ．目的
　障害のある子どもの兄弟姉妹（以下、きょうだい）
がその成長過程において抱える問題は多様であるが、
その支援においては、きょうだい同士の仲間作りと交
流によりその心理的問題の低減と適応向上を目指す、
心理社会的支援のみならず、きょうだいが障害のある
同胞（以下、同胞）への対処法や同胞に対して疑問に
感じていることなどについて学ぶ、同胞や障害に対す
るきょうだいの理解を促すことを目的とした教育的支
援が必要であるとされる（柳沢2005、2007）。そこ
で、われわれは、障害のある子どもの小学生のきょう
だい小学生４名のグループに対し、ニーズ調査に基づ
く８回からなるパッケージ型の教育的支援プログラム
を作成、実践した。実践の結果、対象児らは同胞の障
害に対する理解のレベルが向上し、場面に応じて、障
害の特性に応じた対応方法を具体的に考えられるよう
になったことが確認できた。さらに、同胞の心情の理
解が進み、それまでの拒否的な感情や失望感が減少し、
受容や心理的距離感の接近が確認された。またストレ
スの高かった対象児についてはその低減が認められた
（阿部・水野、2012）。
　しかし、きょうだいの育ちの問題は、きょうだい自
身の問題のみにとどまらず、障害のある子どもを育て
る家族全体の問題でもある。また、支援の必要性を感
じ、きょうだいに支援を受けるように促すのはその保
護者である。それでは、保護者はきょうだいの支援に
ついてどのようなニーズを持ち、支援によってどのよ
うな効果が得られることを望んでいるのであろか。ま
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た、どのような支援プログラムを望むのであろうか。
さらに、実際のきょうだいに支援を行った結果、保護
者はどのような視点からきょうだいの変化を評価し、
保護者自身にはどのような変化が起こるのだろうか。
そこで、本研究では、先に開発したきょうだい支援プ
ログラム（阿部・水野、前出）に参加した保護者に対
し、アンケート調査を実施する。それにより、支援プ
ログラムに関する保護者のニーズ、実践の結果保護者
がとらえたきょうだいの変化、保護者自身の変化、支
援プログラムに対する満足度等を確認し、きょうだい
に対する教育的支援プログラムの効果を多角的に検討
する。
Ⅱ．方法
1．対象者及び、対象とする支援プログラム
　対象者は阿部・水野（前出）によるきょうだい支援
プログラムの実践に参加したきょうだい（以下、対象
児）の母親４名である。対象者の支援プログラム開始
時の状況を表１に示す。対象者は支援プログラムが始
まる前から、同胞が通うＡ支援教室の家族イベントな
どで顔を合わせている。対象者が評価する支援プログ
ラムは、筆者らが対象児・者のニーズに基づいて開発
し、実施した教育的支援プログラム（以下、本プログ
ラム）である。本プログラムは、対象児の同胞のもつ
障害の理解と同胞への対応方法の獲得、及びそれに伴
う心理的変容、同胞とのかかわり行動の変容を目的に、
週に１回約１時間、全８回にわたって実施された。そ
の内容は、約30分ずつの前・後半２部制となってい
る。前半は対象児たちのみのグループで、障害理解の
ための講義と対象児らがディスカッションしながら対
応方法の検討を行う勉強タイムであり、各回のテーマ
は、「家族の長所と短所」「同胞の不思議なところにつ
いて」「順番に並べないことについて」「抽象的な言葉
では理解が難しいことについて」「言葉だけの説明で
は理解が難しいことについて」「１番にこだわってし
まうことについて」「夢中になって周りが見えなくな
ることについて」「まとめ（復習）」である。後半30
分間は、対象児とその同胞が行う風船運びゲーム、対
象者と支援者も加わって行うしっぽとりゲームからな
る。
　本プログラム開催時は、別途に親だけの勉強会等の
情報提供は行わず、後半に組み込まれたゲームの際、
場を共有するのみとした。参加にあたっては、対象者
に対し研究の趣旨を説明し、データの収集と使用につ
いて了解を得た。　
2．アンケート調査
（1）本プログラム作成のための事前調査
　本プログラム作成に先立ち、ニーズを把握するため、
対象児に対する個別面接による事前アセスメントに併
せ、対象者に対し、①本プログラムに参加した理由及
び本プログラムへの期待、②対象児の同胞に対するか
かわり方、③対象児の抱える悩みや相談事項に関する
アンケート調査を実施した。主な質問内容は表２のと
おりである。併せて、２週間の対象児の家庭での行動
観察を依頼し、行動の状況を調べた。行動観察では、
対象児の同胞に対しての言動について、対象者から見
て好ましいもの、気になるものの内容とその回数、ま
た、対象児が障害や同胞に関して親や友人に話した内
容を記入するよう求めた。
（2）実践後の効果測定のための調査
　事前調査で対象者が回答した①対象児の同胞に対す
るかかわり方、②対象児の抱える悩みや相談事項が、
本プログラム終了時にはどう変化したかについて、個
別にトピックスを挙げ、アンケート調査を実施した。
また併せて、事前調査で実施したものと同じ家庭での
行動観察（２週間）を依頼し、事前調査時との比較を
行った。
（3）本プログラムの成果及び満足度に関する調査
　本プログラム終了後、本プログラムのねらいと内容、
活動時の対象児の様子を書面にまとめて、対象者に説
明した上で、本プログラムに関する成果と満足度に関
する調査を実施した。調査項目は表３のとおりで、回
答は５件法及び自由記述である。
（4）実施時期
　 事前調査は、本プログラム開始１か月前から２週
間前をめどに、事後調査は、本プログラム終了直後か
ら２週間後までをめどに実施した。また、満足度調査
は、本プログラム終了２週間後に実施した。
表１　対象児について
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表2　保護者へのアンケート内容
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表3　本プログラムの成果及び満足度調査項目
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Ⅲ．結果
　各対象者の対象児に対する評価について、アンケー
ト調査の結果及び、行動観察の結果を個別に表４～
11に示す。
　また、対象者が終了後に回答した本プログラムで満
足したこと、不満なことと対象者自身の変化の自由記
述について表12に、本プログラムに対する５件法に
よる満足度調査の結果を表13に示す。
Ⅳ．考察
1　対象者による対象児の変容、及び自分自身の変容
に対する評価
　表４～ 13に示す結果に加え、プログラム中に観察
された対象児の言動や対象児自身に対するアンケート
結果（阿部・水野、前出）に基づき、対象者が判断し
た対象児の変容及び自分自身の変容について考察す
る。文中に示した対象児らの発言や行動の観察結果の
うち、表４～ 13に示されていない内容は阿部・水野
（前出）より引用した。
（1）Ａ母
　事前調査でＡ母の本プログラムへの参加理由は、家
庭で頻繁に見られるＡ児の同胞に対する暴力的な行為
を減らしたいというのが最も強い要望であった。その
他にも、Ａ母は、Ａ児がバカと言ったり、高圧的な態
度をとることを気にしており、Ａ児自身への関心より
もＡ児の同胞に対する態度や同胞とトラブルを起こす
ことに対する問題意識が強くうかがわれた。
　Ａ児の同胞に対する暴力については、本プログラム
終了後、Ａ児自身へのインタビューでＡ児は自ら同胞
に対する暴力が減ったと報告し、実際にＡ母が観察し
た状況もその通りで、事後に暴力は記録されていない。
逆にＡ母から見て好ましい行動の総数が19から25へ
と増加した。また、以前の直接的な暴力は「まね」に
変化し、実際に手を出すのではなく、ちょっかいを出
す形で、自分なりに同胞と新しいかかわり方を模索し
始めている。Ａ母はこれに対し、Ａ児の暴力が収まっ
た変化を好ましいと思いながらも、相変わらず聞かれ
るバカと言う発言を「収まっていない」、「寸止めやエ
アーパンチは変わらず」と否定的な評価をしている。
また、筆者らはゲーム中にＡ児が同胞をさりげなくカ
バーしたり、手伝ったりしていることを確認している
が、Ａ母は、満足度調査でＡ児がゲームで十分同胞を
助けていなかったことが不満であると述べ、Ａ児の同
胞へのかかわり方が変わったかという問いに対し、ど
ちらともいえないと答えるなど、自分の願うような障
害児を思いやる子ども像をＡ児に求める強い思いがあ
り、それを実現することを支援プログラムに求めてい
ると推察される。
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表 4　Ａ母へのアンケート結果
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ኻ⽎ఽ䈎䉌ห⢩䈮ኻ䈚䈩䈱ᖠ䉂䉇⋧⺣䈲૗
䈎䈅䉎䈎䇯
䊶 䈬䈉䈚䈩㓚ኂ䈮䈭䈦䈢䈱䈎䈫⡞䈒䇯
????
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?????????
ห⢩䈫㑐䉒䉎㓙䈮ኻ⽎ఽ䈱ᘒᐲ䉇
䈎䈎䉒䉍ᣇ䇮 ⸒േ䈏ᄌ䉒䈦䈢䈖䈫䈲
䈅䉎䈎䇯
䊶 ᜰ␜⺞䈏ዋ䈭䈒䈭䈦䈢䇯
䊶 ኸᱛ䉄䈲䈅䉎䈔䈬䇮 䈇䈐䈭䉍䈱な䉍෶䈲䊌䊮䉼䈏ዋ䈭䈒䈭䈦䈢䇯
䊶 Უ䈏ห⢩䈮ᜰ␜ 䋨ᵈᗧ䋩 䉕䈚䈢䉌䇮 䈠䉏䉕➅䉍㄰䈚䈩⸒䈉䇯
ኻ⽎⠪䈫㑐䉒䉎㓙䈮ኻ⽎ఽ䈱ᘒᐲ
䉇䈎䈎䉒䉍ᣇ䇮 ⸒േ䈏ᄌ䉒䈦䈢䈖䈫
䈲䈅䉎䈎䇯
䊶 䇸૗䈪ୋ䈳䈦䈎䇯䇹 䇸ห⢩䈱䈾䈉䈏䌾䇹 ╬䇮 ⸒䈉䈖䈫䈏䈭䈒䈭䈦䈢䇯
䊶 ⦟䈇䈖䈫䉅ᖡ䈇䈖䈫䉅૗䈎䉇䈢䉌䈫⹤䈚䈎䈔䈩䈒䉎䇯
?????????
૗䈎䈫⸒䈋䈳ᚻ䈏಴䉎䇮 䊋䉦䈮䈜
䉎䈖䈫䈮䈧䈇䈩૗䈎ᄌൻ䈏⷗䉌䉏䈢
䈎䇯
䊶 ኸᱛ䉄䉇䉣䉝䊷䊌䊮䉼䈲ᄌ䉒䉌䈝䇯
䊶 䊋䉦䈲෼䉁䈦䈩䈇䈭䈇䇯
ห⢩䉕ఝవ䈘䈞䉎䈢䉄䈮ᚒᘟ䈘䈞
䉌䉏䉎䇮 ห⢩䈏ቇᩞ䈪ᖡ䈘䉕䈚䈩䈠
䈱ႎᓳ䈏⥄ಽ䈮᧪䉎䈎䉅䈫ᕁ䈦䈩䈇
䉎䈖䈫䈮䈧䈇䈩૗䈎ᄌൻ䈏⷗䉌䉏䈢
䈎䇯
䊶 䌁ఽ⥄り䈅䉁䉍᳇䈮䈚䈭䈒䈭䈦䈢䇯
䊶 ห⢩䈏⓭㘧䈭ⴕേ䉕䈚䈩䇮 ઁ䈱ఽ┬䈏╉䈦䈩䌁ఽ䉕ᝄ䉍ะ䈇䈢䈔䈬䇮 ⍮䉌䉖
㗻䈚䈢䈖䈫䈏䈅䉎䇯
䈬䈉䈚䈩ห⢩䈮㓚ኂ䈏䈅䉎䈎⡞䈒䈖
䈫䈮䈧䈇䈩䇮 ૗䈎ᄌൻ䈏⷗䉌䉏䈢
䈎䇯
䊶 䌁ఽ䈎䉌⾰໧䈲䈭䈇䈏䇮 Უ䈏 䇸ห䈛䈍⣻䈎䉌↥䉁䉏䈩䈐䈢䈚䇮 ห䈛ⴊ䈏ᵹ䉏䈩
䉎䉖䈣䈎䉌䇮 䈅䈭䈢䈏䈠䈉䈭䈦䈩䉅䈍䈎䈚䈒䈭䈇䇹 䈫⹤䈚䈢䇯
表 5　Ａ母から見た、Ａ児の家庭における行動
੐೨䇭ⴕേⷰኤ ੐ᓟ䇭ⴕേⷰኤ
㗔ၞ ࿁ᢙ ౝ⸶ ਥ䈭ౝኈ ࿁ᢙ ౝ⸶ ਥ䈭ౝኈ
ᅢ䉁䈚䈇
䈖䈫
19 䋸 䊶 ห⢩䈱䈖䈫䉕⠨䈋䈩䈱ჿ䈎䈔 䋨ห⢩䈱
䈍᳇䈮౉䉍䈱䊁䊧䊎䈏౉䉎䈫䈐䈭䈬䋩䇯
㪉㪌 12 䊶 ห⢩䈱䈖䈫䉕⠨䈋䈩䈱ჿ䈎䈔䉇⹤䈚䈎䈔
䋨ห⢩䈱䈍᳇䈮౉䉍䈱䊁䊧䊎䈏౉䉎䈫䈐
䈭䈬䋩䇯
䋴 䊶 ห⢩䈱ઍ䉒䉍䈮૗䈎䉕䈜䉎 䋨䉭䊷䊛䉕
ల㔚䈜䉎䈭䈬䋩䇯
䋴 䊶 ห⢩䈱ઍ䉒䉍䈮૗䈎䉕䈜䉎 䋨䈪䈐䈭䈇
䉭䊷䊛䉕ઍ䉒䉍䈮䈜䉎䈭䈬䋩䇯
䋳 䊶 ৻✜䈮ㆆ䈹䇮⇐቞⇟䉕䈜䉎 䋨৻✜䈮䉭䊷
䊛䉕䈜䉎䈭䈬䋩䇯
䋳 䊶 ห⢩䈮૗䈎䉕⼑䉎䇮 ੤ᦧ䈜䉎 䋨䉭䊷䊛
䉕੤ᦧ䈜䉎䋩䇯
䋳 䊶 ห⢩䉕ബ䉁䈚䈢䉍䇮 ᗵ⻢䉕䈜䉎䇯 䋳 䊶 ৻✜䈮ㆆ䈹䇮 ኢ䉎䇯
䋱 䊶 ห⢩䈏ኅ䈮Ꮻ䉎䈫䈐䈮䇮 ኻ⽎ఽ䉋䉍䉅
వ䈮Ꮻ䉌䈭䈇䈫䊌䊆䉾䉪䉕⿠䈚䈩䈚䉁䈉䈱
䈪䇮 䈠䉏䉕⠨䈋䇮 ኅ䈮వ䈮⌕䈇䈩䉅ห
⢩䈏వ䈮ኅ䈮౉䉎䉁䈪㓝䉏䈩ᓙ䈧䇯
䋱 䊶 ห⢩䈮ᗵ⻢䈜䉎䇯
䋱 䊶 ห⢩䈏䊌䊆䉾䉪䉕⿠䈘䈭䈇᭽䈮䈍䉅䈤䉆
䈱ゞ䈱㈩⟎䉕⠨䈋䉎䇯
䋱 䊶 ห⢩䈏ኅ䈮Ꮻ䉎䈫䈐䈮䇮 ኅ䈮వ䈮⌕䈇
䈩䉅ห⢩䈏వ䈮ኅ䈮౉䉎䉁䈪㓝䉏䈩ᓙ
䈧䇯
᳇䈮䈭䉎
䈖䈫
30 12 䊶 Ა䉎䇮 な䉎䈭䈬䈱᥸ജ䇯 28 㪈㪌 䊶 䊋䉦䈭䈬䈱᥸⸒䇯
11 䊶 䊋䉦䈭䈬䈱᥸⸒䇯 䋹 䊶 な䉍䉁䈰䇯
䋴 䊶 ㇎㝷䉕䈜䉎䇯 䋲 䊶 ㇎㝷⠪ᛒ䈇䈜䉎䇯
䋳 䊶 ุቯ⊛䈭䈖䈫䉕⸒䈉䇯 䋱 䊶 ุቯ⊛䈭⸒⪲䉕⸒䈉䇯
䋱 䊶 ห⢩䈮๮઎䈜䉎䇯
ⷫ䉇෹ੱ䈮ኻ䈚䈩䈱⸒േ 䈭䈚 䈭䈚
－47－
表 6　Ｂ母へのアンケート結果
????
⾰໧ ࿁╵
ห⢩䈮ኻ䈚䈩ኻ⽎ఽ䈏䉋䈒⷗䉌䉏䉎⸒േ䉇ᘒ
ᐲ䈮䈧䈇䈩૗䈎䈅䉎䈎䇯
䊶 䉇䈘䈚䈒䇮 ৼካ䈮䇮 ಽ䈎䉌䈭䈇䈖䈫䈲૗࿁䉅➅䉍㄰䈚⺑᣿䈚䈩䈒䉏䉎䇯
ห⢩䈮ኻ䈚䈩䈱ኻ⽎ఽ䈱㑐䉒䉍ᣇ䈪᳇䈮䈭
䉎䈖䈫䈲૗䈎䈅䉎䈎䇯
䊶 ቇᩞ䈪䈲䇮 ห⢩䈱ⴕേ䈏᳇䈮䈭䉍૗䈎䈫ᔃ㈩䈜䉎䇯
䊶 ኅ䈪䈲䇮 ห⢩䈮᳇䉕㆜䈇ᔃⓏ䉇䈎䈮ㆊ䈗䈞䈩䈭䈇䈱䈪䈲䈭䈇䈎䈫ᕁ䈉䇯
ኻ⽎ఽ䈏ห⢩䈮ኻ䈚䈩࿎䈦䈩䈇䉎䈖䈫䈲૗䈎
䈅䉎䈎䇯
䊶 Ⴖ䈪䇮 ห⢩䈏ᵅ䈇䈢䉍䇮 ᥸䉏䈢䉍䈜䉎ᤨ䈮䇮 䉳䊨䉳䊨䈫ઁ䈱↢ᓤ䈎䉌⷗䉌䉏䈢
䉍䇮 ⸒䉒䉏䈢䉍䈚䈩ህ䈭ᕁ䈇䉕䈚䈩䈇䉎䇯
ኻ⽎ఽ䈎䉌ห⢩䈮ኻ䈚䈩䈱ᖠ䉂䉇⋧⺣䈲૗
䈎䈅䉎䈎䇯
䊶 Ⴖ䈪䈱ห⢩䈏᥸䉏䈢䉍䈜䉎䈫䈐䈬䈉䈜䉏䈳䈇䈇䈎䉒䈎䉌䈭䈇䇯
????
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?????????
ห⢩䈫㑐䉒䉎㓙䈮ኻ⽎ఽ䈱ᘒᐲ䉇
䈎䈎䉒䉍ᣇ䇮 ⸒േ䈏ᄌ䉒䈦䈢䈖䈫䈲
䈅䉎䈎䇯
䊶 ห⢩䈱᥉Ბ⡞䈐ᵹ䈚䈩䈇䉎䉋䈉䈭⹤䈮䉅䇮 ⡊䉕௑䈔ᾲᔃ䈮⺑᣿䈚䈢䉍䈚䈩䈇䉎
䉋䈉䈮䈭䈦䈢䇯
䊶 ᄖ䈪䋲ੱ䈪ㆆ䈹䈖䈫䉅䈅䉁䉍䈭䈎䈦䈢䈏䇮 ఱ䈏⺃䈉䈫ห⢩䉅༑䉖䈪䈧䈇䈩ⴕ䈦䈩
䈇䉎ᆫ䈏⷗䉌䉏䉎䉋䈉䈮䈭䈦䈢䇯
ኻ⽎⠪䈫㑐䉒䉎㓙䈮ኻ⽎ఽ䈱ᘒᐲ
䉇䈎䈎䉒䉍ᣇ䇮 ⸒േ䈏ᄌ䉒䈦䈢䈖䈫
䈲䈅䉎䈎䇯
䊶 એ೨䉋䉍ఝ䈚䈇ญ⺞䈪䇮 ᧄᒰ䈮䈇䉐䉖䈭䈖䈫䉕ᢎ䈋䈩䈒䉏䈢䉍䇮 㗬䉖䈣䈖䈫䉅ህ
䈭㗻䉕䈜䉎䈖䈫䉅ዋ䈭䈒䈭䉍䇮 䉇䈦䈩䈒䉏䉎䉋䈉䈮䈭䈦䈢䇯
?????????
ቇᩞ䈪䈲ห⢩䈱ⴕേ䈏᳇䈮䈭䉍䇮
䈇䉐䈇䉐ᔃ㈩䈚䈩䇮 ኅ䈪䈲ห⢩䈮᳇
䉕㆜䈇ᔃⓏ䉇䈎䈮ㆊ䈗䈞䈩䈇䈭䈇
䈱䈪䈲䈭䈇䈎䈫ᕁ䈉䈖䈫䈮䈧䈇䈩૗
䈎ᄌൻ䈲䈅䈦䈢䈎䇯
䊶 ห⢩䈫৻✜䈮䋲㓏䈻ⴕ䈖䈉䈫⺃䈦䈩䇮 ኋ㗴䉕ᢎ䈋䈢䉍䇮 䊗䊷䊄䉕૶䈦䈩ห⢩䈱
ಽ䈎䉌䈭䈇䈖䈫䉕⛗䉕ឬ䈇䈩⺑᣿䈚䈢䉍䇮 ⥄ಽ䈎䉌ห⢩䈮䈒䈦䈧䈇䈩䈇䈦䈩䈇䉎
䉋䈉䈭᳇䈏䈜䉎䇯
Ⴖ䈮䋲ੱ䈪ⴕ䈦䈩䈇䉎䈫䈐䈮䇮 ᥸䉏
䈢䉍ᵅ䈇䈢䉍䈜䉎䈫䈐䈏䈅䉍䇮 䈠䈱
䈢䈶䈮ઁ䈱↢ᓤ䈎䉌䈛䉐䈛䉐⷗䉌䉏
䈢䉍䈚䈩䇮 ህ䈭ᕁ䈇䉕䈚䈩䈇䉎䈖䈫䈮
䈧䈇䈩૗䈎ᄌൻ䈲䈅䈦䈢䈎䇯
䊶 એ೨䈲ㄫ䈋䈮ⴕ䈒䈭䉍䇮 Უ䈮ห⢩䈏䈖䉖䈭㘑䈣䈦䈢䈫ህ䈠䈉䈮⹤䈚䈩䈇䈢䈏䇮
ᦨㄭ䈪䈲⥄ಽ䈱⿰๧䉇ᅢ䈐䈭䈖䈫䉕䈚䈩䈎䉌䇮 ታ䈲䈖䈉䈣䈦䈢䉖䈣䈫⹤䈜䉋䈉䈮
䈭䈦䈢䇯
䊶 ᥸䉏䈭䈎䈦䈢䈫䈐䈲 䇸䈋䉌䈎䈦䈢䈰䇹 䈫ⶋ䉄䈢䉍䉅䈚䈩䈇䉎䇯
表 7　Ｂ母から見た、Ｂ児の家庭における行動
੐೨䇭ⴕേⷰኤ ੐ᓟ䇭ⴕേⷰኤ
㗔ၞ ࿁ᢙ ౝ⸶ ਥ䈭ౝኈ ࿁ᢙ ౝ⸶ ਥ䈭ౝኈ
ᅢ䉁䈚䈇
䈖䈫
18 䋹 䊶 ৻✜䈮䌄䌖䌄㐓⾨䇮 ㆆ䈹䇯 14 13 䊶 ห⢩䈫৻✜䈮䌔䌖 䋨䌄䌖䌄䋩 䉕⷗䈢䉍䇮 ᄖ
䈪ㆆ䈹䇯
䋴 䊶 ห⢩䈱䈖䈫䉕ᔃ㈩䈜䉎⸒േ 䋨ᄛ㆏䉕ᱠ䈒
䈫䈐䈭䈬䋩
䋱 䊶 ห⢩䈏䈪䈐䈢䈖䈫䈮ኻ䈚䈩ⶋ䉄䉎䇯
䋳 䊶 ห⢩䈮૗䉕䈜䉏䈳䈇䈇䈎ᢎ䈋䉎
䋲 䊶 ห⢩䈮ᗵ⻢䉕䈜䉎䇯
᳇䈮䈭䉎
䈖䈫
10 䋶 䊶 ห⢩䈱⸒േ䈮ኻ䈚䈩䇸䈉䉎䈘䈇䇹䇸䉇䉄䉐䇹
䈫ᔶ䉎䇯
12 䋵 䊶 ห⢩䈱⸒േ䈮ኻ䈚䈩 䇸䉇䉄䉐䇹 䈫ᔶ䉎䇯
䋲 䊶 ኻ⽎ఽ䈱ᅢ䈐䈭䉅䈱䉕䈓䈤䉆䈓䈤䉆䈮䈘
䉏䈩ᔶ䉎䇯
䋳 䊶 䇸䈬䈉䈞Ⴖ䈪᥸䉏䉎䉖䈣䉐䈉䇹 䈫ห⢩䈮
⸒䈉䇯
䋲 䊶 ห⢩䈱⾰໧䈮㕙ୟ䈒䈘䈠䈉䈮╵䈋䉎䇯 䋳 䊶 ห⢩䈮䈭䉖䈪䉅㗬䉖䈪䉇䉌䈞䉎䇯
䋱 䊶 ห⢩䈮 䇸ᄢህ䈇䇹 䈫⸒䈉䇯
ⷫ䉇෹ੱ䈮ኻ䈚䈩䈱⸒േ 䊶 ห⢩䈏਄⚖↢䈮૗䈎⸒䉒䉏䈩䈇䉎䈫䈐
䈮䇮 䌂ఽ䈱෹㆐䈏ഥ䈔䈩䈒䉏䈢䇯
䊶 䌂ఽ䈱䉪䊤䉴䈮䉅૗䈎㓚ኂ䉕䉅䈦䈩䈇䉎
䉋䈉䈭ሶ䈏䈇䈩䇮 ห⢩䈫Ყセ䉕䈚䈩䈇䉎䇯
䊶 ห⢩䈏 䇸௢䉅෹㆐䈾䈚䈇䇹 䈫⸒䈦䈢䈖䈫䉇䇮 ᔓ䉏‛䉕䈚䈢
㓙䈮 䇸௢䈱⣖䈏ᖡ䈇䉖䈣䇹 䈫㗡䉕ณ䈒䈱䉕⷗䈩䇮 ᔃ㈩䈜䉎
⸒⪲䉕Უ䈮⸒䈉䇯
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表 8　Ｃ母へのアンケート結果
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ห⢩䈮ኻ䈚䈩ኻ⽎ఽ䈏䉋䈒⷗䉌䉏䉎⸒േ䉇ᘒ
ᐲ䈮䈧䈇䈩૗䈎䈅䉎䈎䇯
䊶 ಽ䈎䉍䉇䈜䈇⸒⪲䈪⹤䈜䇮 䉳䉢䉴䉼䊞䊷䉕૶䈉䇯
ห⢩䈮ኻ䈚䈩䈱ኻ⽎ఽ䈱㑐䉒䉍ᣇ䈪᳇䈮䈭
䉎䈖䈫䈲૗䈎䈅䉎䈎䇯
䊶 䈭䈚
ኻ⽎ఽ䈏ห⢩䈮ኻ䈚䈩࿎䈦䈩䈇䉎䈖䈫䈲૗䈎
䈅䉎䈎䇯
䊶 䉭䊷䊛䈱⺑᣿䉕䈜䉎䈫䈐䈮䇮 ᕁ䈇䈏ㅢ䈛䈭䈇䈫䈐䈏䈅䉎䇯
ኻ⽎ఽ䈎䉌ห⢩䈮ኻ䈚䈩䈱ᖠ䉂䉇⋧⺣䈲૗
䈎䈅䉎䈎䇯
䊶 䈭䈚
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?????????
ห⢩䈫㑐䉒䉎㓙䈮ኻ⽎ఽ䈱ᘒᐲ
䉇䈎䈎䉒䉍ᣇ䇮 ⸒േ䈏ᄌ䉒䈦䈢䈖
䈫䈲䈅䉎䈎䇯
䊶 ᧄੱ䈮ᔃ䈱૛⵨䈏䈅䉎䈫䈐䇮 ห⢩䈮૗䈎⺑᣿䇮 ᜰ␜䈭䈬䈜䉎ᤨ䇮 ಽ䈎䉍䉇䈜
䈒⸒⪲䈣䈔䈪䈭䈒䇮 ૕䉕૶䈦䈩વ䈋䉋䈉䈫䈚䈩䈇䈢䇯
ኻ⽎⠪䈫㑐䉒䉎㓙䈮ኻ⽎ఽ䈱ᘒ
ᐲ䉇䈎䈎䉒䉍ᣇ䇮 ⸒േ䈏ᄌ䉒䈦
䈢䈖䈫䈲䈅䉎䈎䇯
䊶 ᔃ䈮૛⵨䈏䈅䉎ᤨ䇮 ೨䉋䉍䉅⥄ಽ䈫ห⢩䉕Ყ䈼䈭䈇䉋䈉䈮䈭䈦䈢䇯
???????
䉭䊷䊛䈱⺑᣿䉕䈜䉎䈫䈐䈮䇮 ᕁ䈇
䈏ㅢ䈛䈭䈇䈫䈐䈏䈅䉎䈖䈫䈮૗䈎
ᄌൻ䈲䈅䈦䈢䈎䇯
䊶 ᔃ䈮૛⵨䈏䈅䉎ᤨ䈣䈏䇮 Ꮏᄦ䈚䈩વ䈋䉋䈉䈫䈚䈩䈇䉎䈭䈫ᕁ䈉䇯 ઁ䈱䈐䉊䈉䈣䈇
䈱ᗧ⷗䉅䈇䈇䉝䊄䊋䉟䉴䈮䈭䈦䈩䈇䉎䈱䈪䈲䈭䈇䈎䈫ᕁ䈉䇯
表 9　Ｃ母から見た、Ｃ児の家庭における行動
੐೨䇭ⴕേⷰኤ ੐ᓟ䇭ⴕേⷰኤ
㗔ၞ ࿁ᢙ ౝ⸶ ਥ䈭ౝኈ ࿁ᢙ ౝ⸶ ਥ䈭ౝኈ
ᅢ䉁䈚䈇
䈖䈫
17 䋷 䊶 ৻✜䈮ㆆ䈹 䋨䊃䊤䊮䊒䈭䈬䋩䇯 11 䋳 䊶 ৻✜䈮ㆆ䈹 䋨䊃䊤䊮䊒䋩䇯
䋴 䊶 ห⢩䈫ળ⹤䉕䈜䉎䇯 䋲 䊶 ห⢩䈱䈖䈫䉕䉁䈝䈲ุቯ䈞䈝䈮ⶋ䉄䇮
䈠䈱ᓟ㆑䈉ឭ᩺䉕䈜䉎䇯
䋳 䊶 ห⢩䈱䈪䈐䈢䈖䈫䉕ⶋ䉄䉎䇯 䋲 䊶 ห⢩䈏䈪䈐䈢䈖䈫䉕ⶋ䉄䉎䇯
䋲 䊶 ⸒⪲䉕ㆬ䈶ಽ䈎䉍䉇䈜䈒⹤䈜䇯
䋲 䊶 ⸒⪲䉕ㆬ䈶ಽ䈎䉍䉇䈜䈒⹤䈜䇯 䋱 䊶 䈇䈧䉅䈭䉌䈔䉖䈎䈮䈭䉍䉇䈜䈇䈖䈫䉅䇮
਄ᚻ䈒ᗵᖱ䉕䉮䊮䊃䊨䊷䊦䈚䈩䈎䉒䈚䈩䈇
䉎䇯䋱 䊶 ห⢩䈮‛䉕⾉䈚䈩䈅䈕䉎䇯
䋱 䊶 ห⢩䈱ઍ䉒䉍䈮 ઃ䈔䉎䇯
᳇䈮䈭䉎
䈖䈫
䋸 䋳 䊶 ห⢩䈏ㆆ䈶䊦䊷䊦䉕ℂ⸃䈪䈐䈭䈒䈩䊃䊤
䊑䊦䈮䈭䉎䇯
䋹 䋴 䊶 䉭䊷䊛䈱䊦䊷䊦䉕቞䉌䈭䈇ห⢩䉕ᔶ䉎䇯
䋱 䊶 䉭䊷䊛䈪⥄ಽ䈏ൎ䈧䉋䈉䈮䊦䊷䊦䉕૞
䉎䇯䋲 䊶 䈔䉖䈎䉕䈜䉎䇯
䋱 䊶 ห⢩䉕ήⷞ䈜䉎䇯
䋲 䊶 ห⢩䈫ኻ╬䈱䉅䈱䉕⾈䈦䈩䉅䉌䈋䈭䈒䈩
ਇḩ䉕⸒䈉䇯
䋱 䊶 䇸ห⢩䈳䈦䈎䉍⾈䈦䈩䉅䉌䈦䈩䈇䈇䈭䇹 䈫
䈇䈉⊒⸒䉕䈚䈢䇯
䋱 䊶 ห⢩䉕ήⷞ䈜䉎䇯 䋱 䊶 㪚ఽ䈏䉟䊮䊐䊦䉣䊮䉱䈮䈎䈎䉍䇮 ห⢩䉁
䈪ㅅᖺ䉕䈎䈔䈩䈚䉁䈦䈢䈖䈫䈮ኻ䈚䈩↳
䈚⸶䈭䈇᭽ሶ䇯
䋱 䊶 ห⢩䈱㗎ᒛ䈦䈩䈇䉎ᆫ䉕⷗䈩 䇸䉻䉰䈇䇹
䈫⸒䈉䇯
ⷫ䉇෹ੱ䈮ኻ䈚䈩䈱⸒േ 䊶 䇸ห⢩䈲ൎᚻ䈣䇹 䈫Უ䈮⹤䈜䇯
䊶 ቇᩞ䈪㓚ኂ⠪䈱⹤䈮䈭䈦䈢䈫䈐䈮䇮 ห
⢩䉅ห䈛䈭䈱䈎Უ䈮⡞䈒䇯
䊶 ห⢩䈱䈖䈫䉕ኻ⽎⠪䈮๔䈕ญ䇯
䊶 ห⢩䈱⾈䈦䈢‛䈫㪚ఽ䈱⾈䈦䈢‛䈏ห䈛ଔᩰ䈪䈅䉎䈎ኻ⽎
⠪䈮⡞䈒䇯
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表 10　Ｄ母へのアンケート結果
????
⾰໧ ࿁╵
ห⢩䈮ኻ䈚䈩ኻ⽎ఽ䈏䉋䈒⷗䉌䉏䉎⸒േ
䉇ᘒᐲ䈮䈧䈇䈩૗䈎䈅䉎䈎䇯
䊶 ಽ䈎䉎䉋䈉䈮⺑᣿䈜䉎䇯 䇭䇭䇭䇭䇭䇭䇭
䊶 ห⢩䈏ℂ⸃䈪䈐䈭䈒䈩䉅⣻䉕┙䈩䈭䈇䇯 䇭
ห⢩䈮ኻ䈚䈩䈱ኻ⽎ఽ䈱㑐䉒䉍ᣇ䈪᳇䈮
䈭䉎䈖䈫䈲૗䈎䈅䉎䈎䇯
䊶 ห⢩䈏䈪䈐䈭䈇䈖䈫䈮䋱࿁䉇䋲࿁䈭䉌ᚒᘟ䈏䈪䈐䉎䈏䇮 ᚒᘟ䈱㒢⇇䈏䈅䉎䇯
ኻ⽎ఽ䈏ห⢩䈮ኻ䈚䈩࿎䈦䈩䈇䉎䈖䈫䈲
૗䈎䈅䉎䈎䇯
䊶 ห⢩䈏ఽ┬ળ䈪䇮 ਗ䈹㗅⇟䈏ಽ䈎䉌䈝䇮 ઁ䈱ఽ┬䈮ป䉌䉏䈩䈇䉎䈱䉕⷗䉎䈫⡊
䉕䈸䈘䈓䇯 ᄢჿ䈪ห⢩䈏ᵅ䈇䈩䈇䈩䉅ห䈛䈪⡊䉕䈸䈘䈓䇯
ኻ⽎ఽ䈎䉌ห⢩䈮ኻ䈚䈩䈱ᖠ䉂䉇⋧⺣
䈲૗䈎䈅䉎䈎䇯
䊶 ≮⢒䈭䈬䈪ዋ䈚ᴦ䉎䈫⸒䈦䈩䈭䈣䉄䈩䈇䉎䈏䇮 䈖䈱䉁䉁䈱⁁ᘒ䈪ห䈛ዊቇᩞ䈮ⴕ䈒
䈱䈲ህ䈣䈫ᵅ䈒䇯
????
⾰໧ ࿁╵
?????????
ห⢩䈫㑐䉒䉎㓙䈮ኻ⽎ఽ䈱ᘒ
ᐲ䉇䈎䈎䉒䉍ᣇ䇮 ⸒േ䈏ᄌ
䉒䈦䈢䈖䈫䈲䈅䉎䈎䇯
䊶 ⚦䈎䈇䈖䈫䈪┙⣻䈚䈭䈒䈭䈦䈢䇯
䊶 ⸒䈇࿁䈚䈮㈩ᘦ䈏⷗䉌䉏䉎䇯
ኻ⽎⠪䈫㑐䉒䉎㓙䈮ኻ⽎ఽ䈱
ᘒᐲ䉇䈎䈎䉒䉍ᣇ䇮 ⸒േ䈏ᄌ
䉒䈦䈢䈖䈫䈲䈅䉎䈎䇯
䊶 Უᆷ䈱⋧੕㑆䈪䈱䊛䉻䈭䈇䈇੎䈇䈏䈓䉖䈫ᷫ䈦䈢䇯
?????????
ఽ┬ળ䈪ਗ䈹႐ᚲ䈏䉒䈎䉌
䈝䇮 ઁ䈱ఽ┬䈮ป䉌䉏䈩䈇䉎
䈱䉕⷗䉎䈫䇮 ⡊䉕䈸䈘䈓䈖䈫䈮
૗䈎ᄌൻ䈲䈅䈦䈢䈎䇯
䊶 䉁䈣䇮 䈠䈱䉋䈉䈭⁁ᴫ䈮䈭䈦䈩䈭䈦䈩䈭䈇䈱䈪ಽ䈎䉌䈭䈇䇯
䈖䈱䉁䉁䈱⁁ᘒ䈪ห䈛ዊቇᩞ
䈮ⴕ䈒䈱䈲ህ䈣䈫⸒䈦䈩ᵅ䈒䈖
䈫䈮૗䈎ᄌൻ䈲䈅䈦䈢䈎䇯
䊶 㓚ኂ⠪䈣䈎䉌䉇䉃䈭䈚䈫⚊ᓧ䈚䈢䈱䈣䉐䈉䇯
䊶 Უⷫ䈎䉌ห⢩䈻䈱ኻᔕ䈱઀ᣇ䉕䉬䊷䉴䊋䉟䉬䊷䉴䈪ᢎ䈋䈩䈇䉎䇯
表 11　Ｄ母から見た、Ｄ児の家庭における行動
੐೨䇭ⴕേⷰኤ ੐ᓟ䇭ⴕേⷰኤ
㗔ၞ ࿁ᢙ ౝ⸶ ਥ䈭ౝኈ ࿁ᢙ ౝ⸶ ਥ䈭ౝኈ
ᅢ䉁䈚䈇
䈖䈫
㪍㪊 29 䊶 ㆆ䈶䊦䊷䊦䉇▰䈱ᜬ䈤ᣇ䈭䈬䉕ᢎ䈋䉎䇯 43 18 䊶 ৻✜䈮㊒䉍䉇䉭䊷䊛䇮䊏䉝䊉䈭䈬䈪ㆆ䈹䇯
17 䊶 ৻✜䈮଻⢒࿦䈱ㆆᚨ䉕✵⠌䈜䉎䇯 17 䊶 䉦䊦䉺䉇䊃䊤䊮䊒䈭䈬䈱䉭䊷䊛䉕ᢎ䈋䉎䇯
䋶 䊶 ห⢩䈏䈪䈐䈭䈇䈖䈫䈲ઍ䉒䉍෶䈲৻✜䈮
䈚䈩䈅䈕䉎䇯
䋶 䊶 ৻✜䈮଻⢒࿦䈱ㆆᚨ䉕✵⠌䈜䉎䇯
䋱 䊶 ৻✜䈮䈍ᚻવ䈇䉕䈜䉎䇯
䋶 䊶 ห⢩䈏ಽ䈎䉎䉋䈉䈮Ꮏᄦ䉕䈜䉎䇯 䋱 䊶 ห⢩䈏⥄ಽ䈪䈪䈐䉎䈖䈫䈲ᚻવ䉒䈝䈮䇮
⷗቞䉍䇮 䈪䈐䈢䉌ⶋ䉄䉎䇯
䋳 䊶 ห⢩䈱䈪䈐䈢䈖䈫䉕ⶋ䉄䉎䇯
䋲 䊶 ห⢩䈏㑆㆑䈦䈢䈖䈫䉕䈚䈩䈇䉎䈫䈐䈲ఝ
䈚䈒ᵈᗧ䉕ଦ䈜䇯
᳇䈮䈭䉎
䈖䈫
䋷 䋵 䊶 ห⢩䈏ᄢ䈐䈭ჿ䉕಴䈜䈫䇸䈉䉎䈘䈇䇹䇸䈅䈦
䈤䈮ⴕ䈔䇹 䈫䈇䈉䇯
䋳 䋳 䊶 ห⢩䈏䊃䊤䊮䊒䈭䈬䈱䊦䊷䊦䈏ಽ䈎䉌
䈝䇮 䌄ఽ䈏ㅜਛ䈪䉭䊷䊛䉕ᛩ䈕಴䈜䇯
䋲 䊶 ห⢩䈮ᢎ䈋䈩䈇䉎䈫䈐䈮਄ᚻ䈒䈇䈎䈭䈇
䈫ᔶ䉎䇯
ⷫ䉇෹ੱ䈮ኻ䈚䈩
䈱⸒േ
䊶ห⢩䈱㓚ኂ䈱䈖䈫䉕⡞䈎䉏䉎䈫ᢅᗵ䈮䈭䉍 䇸㓚ኂ
⠪䈪䈲䈭䈇䇹 䈫⹤䈚䈩䈇䉎䇯
䊶 䇸ห⢩䈲䇮 䌄ఽ䈮Ყ䈼䈩᳞䉄䉌䉏䉎䊗䊷䉻䊷䊤䉟
䊮䈏ૐ䈇䇹 䈫␲Უ䈮⹤䈜䇯
䊶 ห⢩䈏≮⢒䈪䈬䉖䈭ജ䈏િ䈶䉎䈎Უⷫ䈮⡞䈒䇯
䊶 䉭䊷䊛䈱䉋䈉䈮ห⢩䉅䊧䊔䊦䈏਄䈏䉏䈳䈇䈇䈱䈮䈫Უⷫ䈮
⹤䈜䇯
䊶 ห⢩䈮ኻ䈚䈩㗎ᒛ䈦䈩䈇䉎䈫䈇䈉䈖䈫䉕ᓥఱᒉ䈮⸷䈋䉎䇯
䊶 ห⢩䈏䈪䈐䉎䉋䈉䈮䈭䈦䈢䈖䈫䈲䇮 ༑䈹䇯
䊶 䋲ᐕ↢䈪㓚ኂ䈱䈖䈫䉕⍮䈦䈢䈢䉄䈮㓚ኂ䈮䈧䈇䈩䌄ఽ䈏⹤
䈜䈫䈐䈮䇮 ᕁ䈇਄䈏䈦䈩䈇䉎䉋䈉䈣䇯
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表 12　プログラムで満足したこと、不満なことと対象者自身の変化
ḩ⿷䈚䈢䈖䈫 ਇḩ䈭䈖䈫 ኻ⽎⠪⥄り䈱ᄌൻ
䌁Უ ઁ䈱ኻ⽎ఽ䈫౒ᗵ䈪䈐䉎䇯 㘑⦁ㆇ䈶䉭䊷䊛䈪
䈐䉊䈉䈣䈇䈪ഥ䈔ว䈉
䈱䈏䈪䈐䈩䈭䈎䈦䈢
䉋䈉䈭᳇䈏䈜䉎䇯
㗡䈗䈭䈚䈮ᔶ䉎 䋨ᵈᗧ䈜䉎䋩 䈖䈫䈏ዋ䈭䈒䈭䈦䈢䇯 ห⢩
䉕ఝవ䈚䈏䈤䈣䈔䈬䇮 䇸ഥ䈎䉎䇹 䇸䈅䉍䈏䈫䈉䇹 䈫⸒䈦䈩
ዋ䈚䈪䉅ᜬ䈤਄䈕䉎䉋䈉䈮䈚䈢䇯 ญ⺞䈮䉟䊤䈧䈒䈖䈫䉅ᄙ
䈇䈔䈬䇮 ⹤䈚䈩䈒䉎䈱䈪䇮 䈪䈐䉎䈣䈔⡞䈒䉋䈉䈮䈚䈢䇯
䌂Უ 䈐䉊䈉䈣䈇䈱䈇䉐䉖䈭ᕁ䈇䉕᥉Ბ⡞䈔䉎෹㆐
䈏䈇䈭䈇䈱䈪䇮䈖䈱ᡰេ䊒䊨䉫䊤䊛䈮䉋䈦䈩䇮
੹䉁䈪䈱ᔃ䈱ਛ䈱ᕁ䈇䉕ฯ䈐಴䈜䈖䈫䈏䈪
䈐䈢䈫ᕁ䈉䇯 䉁䈢䇮 ઁ䈱ੱ䈱ᗧ⷗䉕⡞䈒䈖䈫
䈮䉋䉍䇮 ౒ᗵ䈪䈐䉎䈖䈫䉅ᄙ䈎䈦䈢䈱䈪䈲䈫
ᕁ䈉䇯
䈭䈚䇯 ቇᩞ䈎䉌Ꮻ䈦䈩䈐䈩䇮 䌂ఽ䈮ቇᩞ䈪䈱ห⢩䈱᭽ሶ䉕⦟
䈒⡞䈇䈢䉍䈚䈩䈇䈢䈱䈏䇮 ᦨㄭ䈲䌂ఽ⥄り䈱ቇᩞ䈪䈱
಴᧪੐䉕⡞䈇䈢䉍䇮 ⴫ᖱ䉕䉂䈩䇮 ⸒⪲ដ䈔䉕䈜䉎䉋䈉
䈮䈭䈦䈢䇯
䌃Უ ห䈛Ⴚㆄ䈱ሶ䈫⹤䈞䉎႐䈏䈪䈐䈩䉋䈎䈦䈢䇯
⥄ಽ䈣䈔䈛䉆䈭䈇䇮 ઁ䈮䉅ห䈛䉋䈉䈭ሶ䈏䈇
䈩䈠䉏䉕ℂ⸃䈚䈩䈒䉏䉎ᄢੱ䈏䈇䉎䈖䈫䈏ಽ
䈎䈦䈩⦟䈎䈦䈢䇯 䉁䈢䇮 Უⷫ䈮૗䈪䉅⹤䈜
䉋䈉䈮䈭䈦䈢䇯 ਅ⚖↢䈮ኻ䈚䈩ఝ䈚䈒䈭䈦䈢䈫
䈇䈉ႎ๔䉕ᜂછ䈎䉌⡞䈇䈢䇯
䈭䈚䇯 ੹䉁䈪㓚ኂ䈱䈅䉎ሶ䈮⋡䉕ะ䈔䈩䈇䈢᭽䈭᳇䈏䈚䈢䇯
ኻ⽎ఽ䈲䇮 䈠䈉䈇䈉Უ䈱ⴕേ䉕ℂ⸃䈚䈩䈒䉏䉎䈣䉐䈉䈫
቟ᤃ䈮⠨䈋䈩䈇䈢䈎䉅䈚䉏䈭䈇䈫෻⋭䈚䈢䇯 䌃ఽ䈱ᣇ䈮
⋡䉕ะ䈔䉎ᤨ㑆䈏Ⴧ䈋䈢䈫ᕁ䈉䇯
䌄Უ ᔃ䈱ᚑ㐳䈏⷗䉌䉏䈢䇯 ห⢩䈮ኻ䈚䈩䉅ኻᔕ
䈏䉋䈒䈭䈦䈢䇯 ห䈛䈐䉊䈉䈣䈇䈫䈚䈩ખ㑆䈏⷗
䈧䈔䉌䉏䈢䇯Უⷫ䈮૗䈪䉅⹤䈜䉋䈉䈮䈭䈦䈢䇯
䌄ఽ䈏ቇᩞ䈪๟䉍䈱⁁ᴫ䉕ℂ⸃䈪䈐䉎䉋䈉䈮
䈭䈦䈢䇯
㓚ኂ䈱䈅䉎ሶ䈫䈭䈇
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　一方、Ａ母は、Ａ児と自分とのかかわりについて、
本プログラム前には、Ａ児が対象者に対し同胞との不
公平感を訴えるかかわりが中心であったが、本プログ
ラム終了後はそのような不満が減り、Ａ母を求めて、
「良いことも、悪いことも何かやたらと話しかけてく
る」ようになったと変化を報告している。本プログラ
ムによって同胞の障害の状態と困難さを理解したＡ児
は、同胞と比較して公平な扱いを求めるのでなく、自
分自身とＡ母との固有のかかわりを求め始めたものと
推察される。筆者らが本プログラム中に観察したエピ
ソードでも、Ａ児は、「母には自分が悪くなくても怒
られ、もう慣れてしまった」と発言する一方で、同胞
がいない場面でさりげなくＡ母に甘えたり、セッショ
ンが進むにつれ、終了後もすぐに帰らずにＡ母と遊ぼ
うとする姿が見られるようになった。Ａ母もこの変化
を受け、Ａ児を頭ごなしに叱るのではなく、褒めるよ
うにしていることや、思春期の子どもらしい口のきき
方に苛立ちを感じながらも、自らかかわりを求め始め
たＡ児を受け入れようと努力するようになった自分の
変化を報告している。また、満足度調査でＡ児が自分
の気持ちを素直に言えることができるようになったか
と言う問いに対し、少しそう思うと答え、本プログラ
ムの経過の中で、Ａ母とＡ児の関係性が変化し始めた
ことを自覚している。
 （2）Ｂ母
　事前調査でＢ母の本プログラムへの参加理由は、Ｂ
児に自分の気持ちを抑えずに同じきょうだい同士で話
し合ったり、自分のことについて話ができる場所を提
供して欲しいということであった。Ｂ児自身は、日頃
から対象者に同胞のことを相談していると話してお
り、Ｂ母が事前調査で記入したＢ児の悩みは、Ｂ児が
事前のインタビューで支援者に話したことと一致して
いる。
　本プログラム終了後のＢ児自身へのインタビュー
で、Ｂ児は「いろんな子の意見が聞けて楽しかった」
「同じ境遇のきょうだいに会えて、学校の友達には言
えない恥ずかしいことが話せた」と述べており、本プ
ログラムが、Ｂ母の希望していた通りの体験をＢ児に
もたらしたことを確認できた。Ｂ母による満足度調査
でも、対象児が自分の気持ちを言語化し、整理できる
場であったかという問いに対し、そう思うと回答し、
さらに満足したこととして、「この支援プログラムに
よって、今までの心の中の思いを吐き出すことができ
た」と回答しており、Ｂ母自身も同様の成果を確認し
ている。
　一方、Ｂ母による行動観察では、Ｂ母から見た好ま
しい行動、気になる行動の総数に大きな変化はなかっ
たが、本プログラムの後で同胞と一緒に遊ぶ行動が増
えており、本プログラム前にＢ母が報告していた「同
胞を心配する」「同胞に教える」というかかわりでは
なく、同胞との関係を楽しむかかわりに変化してきて
いることが推測される。また、事後調査でＢ母は、Ｂ
児が同胞に対して、遊びに誘ったり、優しい口調で話
すようになったりなど直接的なかかわり方が変化した
と報告しているが、加えて、塾の迎えに来た母に、以
前のように同胞の振る舞いが嫌だったことをすぐにＢ
母に訴えず、まず自分の好きなことをして情緒的な安
定を図ってから、改めて口にするようになった変化に
気付いている。Ｂ児は本プログラムの中で、塾で同胞
がうるさくすることを苦痛に感じており、それをどう
することもできないのに自分の責任のように見る他者
からの視線が嫌だと述べていた。しかし、本プログラ
ムを通して同胞の特質を学んだことで、塾という座学
中心の学習環境では、混乱した同胞が大きな声を挙げ
ずにはいられない状況であることを理解し、その時の
自分自身の感情をそのままぶつけるのではなく、コン
トロールした上でＢ母と共有する方法を選んだものと
考えられる。また、塾が同胞にとって学びにくい環境
であることを理解したので、暴れずにいられた時は、
褒めることもできるようになった。Ｂ母はこのような
Ｂ児の同胞に対する認識の変化が現れた行動を見逃さ
ずに把握している。このことは、満足度アンケートの
プログラム全体の効果に対する評価で、同胞の抱える
困難さや特徴について以前よりも理解が深まったかと
いう問いに対し、少し深まった、自分の気持ちを素直
に伝えることができるようになったかという問いに対
し、少し思う、同胞へのかかわり方が変わったかと言
う問いに、少しそう思うと回答していることにも反映
してると推察される。しかしながら、実際に同胞の塾
での行動自体が改善したわけではなく、それによる周
囲のＢ児への視線もそのままであり、Ｂ児の直面する
問題は解決されないままであった。Ｂ母も対象児の悩
みが減ったかと言う問いに対し、どちらともいえない
と回答しており、対象児と同胞との関係性の改善にと
どまり、対象児とその周囲との関係性の問題にまで関
与できなかった本プログラムの限界が示された形に
なった。
　また、Ｂ母は自分自身の変化として、同胞と同じ学
校に通うＢ児にこれまで同胞の学校での様子を聞き出
していたのを止め、Ｂ児自身の話を聞くようになった
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ことを挙げている。Ｂ母が、同胞のためでなくきょう
だい自身を支援の対象とする本プログラムの趣旨に即
して、自分自身の対象児とのかかわりを見直すことが
できたことが分かった。
 （3）Ｃ母
　事前調査でＣ母の本プログラムへの参加理由は、Ｃ
児の心理的な支えとなる場を提供して欲しいというこ
とであった。
　Ｃ児は本プログラム開始当初「同胞にＣ母をとられ
た」と発言し、Ｃ母が自分を認めてくれないと何度も
訴えていた。またその認識は本プログラム終了時まで
変化することなく、本プログラムの中に出てきた登場
人物が満点にこだわっているというエピソードを聞
き、それは親が決めたせいだと主張し、Ｃ母からの強
いプレッシャーを示唆していた。しかしＣ母は、Ｃ児
の情緒的安定を本プログラムの活動の場に求めてお
り、自らとＣ児との関係性がＣ児の同胞に対する感情
や行動に影響を及ぼしている認識は薄いようであっ
た。事前の行動観察でも気になる行動として「同胞
と対等のものを買ってもらえなくて不満を言う」を 2
回カウントしており、同胞が特別扱いされるのは当然
と考えているようであった。このことについて、Ｃ母
は、本プログラム後、「今まで障害のある子に目を向
けていた様な気がした。対象児は、そういう母の行動
を理解してくれるだろうと安易に考えていたかもしれ
ないと反省した。対象児の方に目を向ける時間が増え
た。」と述べており、本プログラムに参加する過程で、
自らのかかわり方における問題に気付き、改善に向け
努力するようになったことが明らかになった。また、
Ｃ母は、本プログラム後のＣ児の様子を「心に余裕の
ある時、前よりも自分と同胞を比べないようになっ
た」と言いながらも、気になる行動としてＣ児が同胞
が買ってもらったものと自分が買ってもらったものの
価格の差があることを気にしたり、同胞ばかりがもの
を買ってもらえることを気にしている様子を報告して
おり、Ｃ児の抱く不公平感が十分解決されたとは言え
ないことにも気付いている。
　一方、Ｃ児は本プログラムが進むにつれ、同胞の抱
える困難さを理解し、同胞に行動上の問題が起きた時
の対応方法を自分なりに考え出すことができるよう
になり、本プログラム終了後のＣ児自身へのインタ
ビューで「同胞の気持ちが分かったような気がする」
と発言している。この変化にＣ母も気付き、事後調査
で、Ｃ児が自らの感情をコントロールして、同胞に思
いを工夫して伝え、本プログラムに参加する中で学び
とったことを手掛かりに自ら同胞との関係性を改善し
ようとしている様子を報告している。また、Ｃ児自身
は、本プログラムについて、「みんなと話せてよかっ
た。自分もいっぱい話せた」と述べているが、Ｃ母も
同様に、「同じ境遇の子と話せる場ができてよかった。
自分だけじゃない、他にも同じような子がいてそれを
理解してくれる大人がいることがわかって良かった。」
と述べ、満足度調査でも、対象児が自分の気持ちを言
語化し、整理できる場であったか、対象児は自分の気
持ちを素直に言えることができるようになったかとい
う問いにいずれも少しそう思うと答え、当初望んでい
た心理的な支えを得られる場としての本プログラムの
効果を確認できたことが示唆された。
（4）Ｄ母
　事前調査では、Ｄ母から見るとＤ児は同胞が周りの
大人や友人から怒られるのを見るのが辛いようであ
り、Ｄ母はＤ児にストレスを発散できる場所が必要で
あると感じていた。そのため、Ｄ母の本プログラムへ
の参加理由は、Ｄ児が自分の気持ちを言える場所を提
供して欲しいということであった。
　Ｄ母が報告したＤ児の行動観察では、Ｄ母から見て
好ましいエピソードの総数は、本プログラム終了後に
事前の 63 個から 43 個へと減少した。しかしその内
容が、事前調査では同胞に何かを教えてあげる、一緒
に練習するという援助者としての行動が大多数を占め
ていたものが、事後評価では一緒に遊ぶ様子が新たに
加わり、その回数が最も多くなっている。また、Ｄ母は、
本プログラム終了後、Ｄ児が、同胞に対して細かいこ
とで立腹しなくなったことや言い回しに配慮が見られ
るようになったことを報告し、「心の成長が見られた。
同胞に対しても対応がよくなった。」と評価している。
満足度調査でも、同胞へかかわり方が変わったかとい
う問いに対し、少しそう思うと回答している。このこ
とから、Ｄ母は、Ｄ児が同胞の特質を理解し、それに
合わせて柔軟に対応しながら一緒に遊べるようになっ
た様子に気付き、このようなかかわり方の質的変化を
肯定的に評価していることが分かる。
　しかし、一方でＤ母はプログラム後に新たな葛藤を
感じ始めている。それは、以前、同胞について障害者
ではないと言っていたＤ児が、同胞の障害について学
んだ結果、同胞への態度やかかわり方が変わったこと
を、同胞が障害者だから仕方がないと考え、障害のな
い自分と比較して思い上がっているように感じられる
ことである。プログラムに対する不満に関しても「Ｄ
児がどこからが障害者で、どこから障害者でないかと
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いう境界線が理解できないままである」と挙げている。
このことは、Ｄ母の障害観と同胞の特質の受容とのジ
レンマを反映していると推察される。本プログラムが、
Ｄ児が自分の体験をベースにしながら、同胞の特質と
しての障害理解を促進することを意図したものであっ
たにもかかわらず、Ｄ母にとっては、一般的な障害者
観を同胞にあてはめるものであったと感じられたよう
である。よって、満足度調査でも全体の満足度を問わ
れ、どちらともいえないと答え、特に勉強タイムの効
果についても同様に回答している。
　また、Ｄ母は、本プログラム終了後、Ｄ児との親子
関係において、無駄ないい争いがぐんと減ったと報告
し、さらに自分自身の変化として、Ｄ児が協力者とし
て母の助けになるようになることによって、同胞にし
か行き届かなかった自分の目線が、Ｄ児にも行き届く
ようになったと述べている。Ｄ児自身のＤ母に対する
かかわりの変容がＤ母のかかわり方を変えたという認
識であるが、Ｄ児は第 4 回のセッション以降、筆者
らや他の対象児らに、それまで訴えていた不公平感に
代わり、同胞優先だった母親が自分を優先してくれる
ようになったと報告しており、本プログラムの参加が、
親子の双方にかかわり方の変化をもたらすきっかけと
なったようである。
2　対象者の評価に見る本プログラムの効果と課題
（1）対象者の変容に見る効果と課題
　当初対象となった母親はいずれも、対象児に対し独
自のきょうだいとしての理想像をもっており、それを
実現する方法としてきょうだい支援プログラムに期待
していたと考えられた。その時点では、支援されるの
は、対象児のみであるという意識であったと考えられ
る。しかし、実際には、本プログラムの参加により、
対象児らは、対象者の思い通りの姿になったのではな
く、対象児ら自身の同胞に対する発見と理解に基づい
て、新しい同胞とのかかわり方を作りだそうとする自
発的な変容を遂げた。そして、対象者自身も自らの変
容を自覚することとなった。本プログラムでは、直接
対象者への子育てに関する教育的な支援は実施してい
ない。しかし、対象者たちは、本プログラムに参加す
る対象児らの姿を見ることで、対象児を中心に自分の
子育ての仕方を見直さざるを得なくなり、対象児らの
自発的な変容を体験する過程で、相互作用として自ら
の対象者への接し方を変えていったと考えられる。こ
のように、きょうだいのための教育的支援プログラム
は、きょうだい自身の変容を促す過程で、母親のきょ
うだいに対する子育て意識を高め、かかわりを促進す
ることにつながることが示唆された。しかし、接し方
が変わっても「きょうだい」であることに対する理想
像はそのままであったことが確認され、本プログラム
はきょうだいの視点に立った根本的な子育て観の変化
をもたらすまでには至らなかった。今後、保護者への
直接的なアプローチを含むプログラムの検討を進める
必要があろう。
（2）対象者の対象児への評価に見る成果と課題
　対象者らは、いずれも本プログラム実施後の対象児
の変容を肯定的に評価し、その変容が本プログラムに
含まれたいくつかの要素によってもたらされたと判断
している。特に報告には、対象者から見て問題と感じ
られていた行動が低減したことだけでなく、対象児ら
が自ら同胞とのかかわり方を質的に変化させたことに
ついて、具体的に述べられている。本プログラムは、
対象児らのニーズ調査に基づきその内容を精選して作
成し、同胞の特質の理解学習とそれに基づく対象児ら
自身による対応方法の検討を繰り返し組み込んだ。こ
のような取り組みの成果が、対象者の視点からとらえ
た対象児の変容につながったものと思われる。
　さらに、本プログラムでは、自由な雑談をするだけ
でなく、少人数のグループで対象児らが一つのテーマ
で充分話し合う時間を確保するように展開した。その
ため、対象者が評価しているように、同じ立場の者同
士、気持ちを共感し合う関係ができ、その中で自分の
考えを自由に口にする体験を保障することができた。
対象者らは当初より、本プログラムに参加すること
で、対象児らに共感し合える仲間ができ、ストレス解
消や心理的なサポート効果が得られることを期待して
おり、このようなプログラムの展開方法は、対象者ら
の期待に応える成果を上げることができることにつな
がった。しかしながら、本プログラムのテーマは、同
胞の特質の理解と対応方法の検討に焦点化されていた
ため、対象児らが現実の生活で直面する多くの課題へ
のアプローチは不十分であった。本研究で開発した
パッケージとしての教育的支援プログラムでは、それ
ぞれのきょうだいが随時、個別に直面する多様な課題
を解決するには限界がある。個に応じたフォローアッ
プ体制との組み合わせによる実施が求められる。
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